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シリーズ「近年の土砂災害」
一-2008年岩手・宮城内陸地震による土砂災害一一
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1.はじめに

2008年 6月14日午前8時43分に，岩手県南部の内陸部を震源とする地震が発

生し死者17名，行方不明6名J)という大きな被害が生じた(図l.位置図参

照)。被害は震源に近い岩手・宮城・秋田の三県にまたがっており，建物被害

が少なく，山地での崩壊とそれに伴う土石流による被害が主であった。また，

荒砥沢の大規模地すべりや，震源から離れた一迫川上流域で規模の大きな崩壊

が多数発生するなど，特徴的な現象が数多く発生している。

今回の地震は，東北内陸部火山地帯でこれまで危険性が指摘されなかった断

層活動に起因するものである。このような潜在的な活断層と火山堆積物を主と

する地質の組み合わせは，東北地方をはじめ国内に多く存在する。このため，

本災害の特徴を集約して分析し記録することは，同様の災害が発生する可能性

があるため，意義のあることと考える。本稿では，岩手・宮城内陸地震による

崩壊を主とする土砂災害の概要を報告するとともに，地形・地質・植生の崩壊

発生への影響について報告する。

II.災害の概要

1. 地震の概要

気象庁発表2)による震源要素と各市町村の最大震度をそれぞれ表 1，表2

に，また，防災科学技術研究所による最大加速度分布3)を図2に，それぞれ示

す。これらによれば，岩手，宮城，秋田の三県にまたがる広い地域で，震度5

強より強い揺れが観測されている。震源の深さは約 8km，規模はマグニチユ

ード7.2の比較的浅い断層タイプの地震で，防災科学技術研究所による解析3)

では「西北西一東南東方向に圧縮軸を持つ逆断層型の震源メカニズム」による

としている。この地震を発生させた断層は，奥羽山脈の東麓を北北東から南南

西に走る未確認の断層とされ，断層の西側がせり上がる逆断層である。このた

め山間部での揺れと変異が大きく，崩壊の多発をもたらした。この地震をもた

らした断層(餅転一細倉構造帯北部の未記載の活断層)4)の地表トレースは不

明のままであるが，震源付近の市野々原地区には古い断層(写真 1) も見ら
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¥ 

図1 位置図 図中の①~⑭は写真の香号に対応。
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Peak Acceleration Contour Map 

40. 

35. 

140略

2008/06/14四 08:4339.028N 140.880E 8km M7.2 

145⑤ 

図2 岩手・宮城内陵地震における最大加速度分布
(防災科学技術研究所強緩ネットワーク (3)から転載)
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表 1r平成20(2008)年岩手・宮城内li!g地震jの震i卵、要素2)

地震発生時五日 マグニチュード

2008>f 6月14日81時43分 7. 2 

最大震度

淡皮6~，良

幾度6弱

震度5~.虫

表2 各市町村の最大震度(幾度5強以上)2) 

り県 市町村

岩手県 奥州市

宮城県 栗原市

宮城県 大崎市

宕手県 北上市，一関TI'i.金ヶ I~奇11lJ，王子泉 IUJ

宮城県
加美JilT，涌谷町，登米r!i，炎E邸時二名1!兄司1，仙台市，
利府町

秋田県 湯沢市，東成瀬村

写真1 市野々E京地区地すべりの捷水路のi可
道郷削阪に現れた1ざい断!替

れ，古くからの活動がうかがわれる。

2. 被害の概婆

今国の災害による被害を表3に示す。本災害での死者・行方不明者の合計は

23名であったが，そのうち， 21名が崩壊・落石・地すべり等土砂災害による O

水利科学 No.314 2010 
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表3 人的・家屋被害の状況1)

人的被害(人) 住家被害(棟)

都道府県 行方 負傷者 一部 建物
死者
不明者

全壊 半壊
破壊 火災重傷 軽傷

岩手県 2 9 28 2 4 778 2 

宮城県 14 4 54 311 28 141 1， 733 l 

秋田県 2 5 16 9 l 

山形県 l 

福島県 I 1 I 

言十 17 6 70 356 30 146 2，521 4 

山地荒廃については，東北森林管理局が表4に示すように流域ごとに集約を行

っている5)。これによれば，磐井川上流域，一迫川上流域，二迫川上流域，三

迫川流域，産女川上流(磐井川)で 3%を超える荒廃面積率であった。特に，

産女川上流(磐井川)，一迫川上流域，三迫川本流(御沢・冷沢・耕英)の三

流域では， 5%を超える荒廃率を示し被害がこの三流域で特に大きかったこ

とを示している。本項では，北から，産女川上流域(磐井川流域)，二迫川・

三迫川流域，一迫川流域に区分し，各区域での土砂災害について記す。

1) 産女川上流域(磐井川流域)

震源に近い産女川上流(磐井川流域)では，市野々原地区で大規模な地すべ

りが発生し崩土が河道を閉塞したほか(写真2)，国道342号線に架かる祭時

大橋が落橋し同国道が不通となるなどの被害が発生した。付近は第三紀の細

倉層に区分される安山岩・凝灰岩が分布し 宮城県側の一迫川・二迫川・三迫

川流域よりも地質年代が古い。航空写真による判読では，栗駒山南部に比べる

と崩壊は小規模で数も少ないように判断されたが，付近の現地踏査6)によれ

ば，地盤の移動量が少なく崩壊が途中で停止している箇所，尾根付近や山体に

亀裂が見られる斜面も多く見いだされ，崩壊等の被害には至らなかったが，か

なりの箇所で山体が破壊されたと考えてよい。本流域では，これらのうち特に

被害の大きかった市野々原地区の地すべりを取り上げる。

①市野々原地区(地すべり)

震源に近い磐井川流域のうち市野々原地区では，大規模な地すべり(移動土

水利科学 No.314 2010 
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表4 山地荒廃の概要5)

山腹荒廃状況 渓流荒廃状況 荒廃現況計
流域

流域区分 面積 崩壊 崩壊 面積 荒廃 面積
面積計

面積

(ha) 個数 面積 率 面積 率
(ha) 

率

(個) (ha) (%) (ha) (%) (%) 

一迫)I[上流域
(一迫JII・伊豆根沢合流 6， 156 751 288. 1 4. 7 63.4 1.0 351. 5 5.7 
点より上流)

二迫川上流域
1，984 111 59.2 3.0 15.6 74.8 

(荒砥沢ダムより上流)
0.8 3.8 

三迫川上流域
2，295 137 71. 0 3. 1 38. 0 1.7 4. 7 

(放森より上流)
109.0 

ニ迫川本流
1，929 62 67.8 3.5 31. 9 1.7 99. 7 

(御沢・冷沢・耕英)
5.2 

産女川上流
995 36 33. 1 3.5 18. 7 

(磐井川)
2.0 51. 8 5.4 

磐井川上流域
(磐井川・鬼越川合流点 5，971 制4 177.2 3.0 19. 1 0.3 196.3 3.3 
より上流)

前川流域
5，512 410 77.9 1.4 10.5 0.2 

(胆沢川)
88. 4 1.6 

尿前沢流域
3，274 167 61. 4 1.9 10.4 0.3 71. 8 

(胆沢JII)
2.2 

流域計 28，116 2，318 835. 7 3.0 208.0 O. 7 1，043.3 3. 7 

荒砥沢地すべり 1 98.0 

市野今原地すべり 3 13.0 

総計 2，322 946. 7 

砂量:384万m3) が発生し河道を閉塞した(閉塞土砂量:131万m3)5)。閉塞

土砂後背の湛水により越流・決壊が危倶されたため，国土交通省により河道開

削が緊急実施された。当地すべりは河道沿いに並ぶ三つのブロックから成り，

最も河道上流に位置するブロックが大きく これが主に河道を閉塞した。同様

の河道閉塞は岩手県・宮城県の各流域でも発生し 15箇所の河道閉塞が報告さ

れているJ)。中越地震時においても同様に河道閉塞が多発したことや， 2008年

の四川省地震でも河道閉塞が生じた例なども含め，過去の地震災害例も考慮す

水利科学 No.314 2010 
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写真2 1'11野今原地阪地すべり(初日航ì~jfIk彩)
右1WJの最大のブロックが問答を発生させた。

ると，山間地での地震においては，崩壊土砂による汚道閉塞を必然の現象とし

てとらえ，越流による土砂ダムの決壊というニ次的な災答を防止するため，迅

速な対応が必要である。

2) 二迫)11.三迫JII流域

二迫川流域では，荒砥沢上流の支流であるヒアシクラ沢において大規模な地

すべりが発生し荒砥沢のダムi坊に流入するなど，間流域では多くの崩壊・地す

べりが発生した。また，間流域の北に位寵する三三迫川流域においても，彩1:英地

区の冷沢・御沢，下流の行者の滝付近でも大規模な崩壊・地すべりが発生する

とともに，向上流ドゾウ沢で土石流が発生して駒の湯ilut泉を直撃し大きな被害

となった。ここでは代表的な土砂災害として，荒砥沢地すべり，耕英地註冷沢

の崩壊， ドゾウ沢土石流を取り上げるO

①荒砥沢(大規模地すべり)

荒砥沢ダムi胡の左岸上流部ヒアシクラ沢において. Illjji: 900m. 長さ:

1， 300m，深さ‘ 200m，最大移動距離:300m.面積・ 98ha，すべり商傾斜:

ほほ水平5) の大規模地すべりが発生した(写真 3)。滑落崖の高さは150mに

もなり，広大な荒廃地が出現した。地すべり本体は，対岸に当たり停止してお

り，ダムiMへの大規模な突入は起こらなかった。目撃者からは，地震から20分

ほどかけてゆっくりと，手前から徐々に斜面奥に向かつて流動化したという証

言が得られている O

本地すべり地の堆積構造は下部は火砕流起源の軽石質凝灰岩を主とする湖成

水平IJ科学 No.314 2010 
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写真3 荒成沢地すべりと荒砥沢ダム 崩土のすべ
り方向は対岸に向かっている。これにより，
ダム淑への突入・越流という殻惑の事態は避
けられた。

写真4 荒砥沢地すべりの滑落巌 上郊のi容結凝灰
務と下音[¥の初!成腐との境界がはっきり見え
る。

の堆積岩(小野松沢鴎)であり，上部は溶結凝灰岩(北11日制吉凝灰岩)が浮く

堆積し，いわゆるキャッブロック構造7)となっている(写真4)。本地すべりは

栗駒山南麓カルデラ8)の外輪山付近に分布しており，カルデラの存在が大規模

地すべりの要因であるとの指摘9)もされている O 当該地!豆一新には，重力(ブ

ーゲー奥常)関等10)から判断すると このほかに未記載のカルデラ構造も存在

すると考えられ，火山地情における地震時の崩壊を予測する場合に，このよう

なカルデラとカルデラ内の堆積構造の把握が重要な要素となると考える。ま

水平IJ科学 NO.314 2010 
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写真5 耕楽地区冷沢の荒総状況(アジア
航iJW搬彩) J二流(];j:J;え:下)から下流
(写真上)を織彩している。 流域全体

が流動化している様子がわかる O 特

に，写真上官11(下流側)では布岸上

音11の王子i団地が渓流側(斜面下)にffllJ
ガに移動し平技者11には樹木が残っ

ている。写真7はこの付近の地 kで

撤彩している O

写真6 耕英地区冷沢の荒廃;1;lWe 側方流動をうか
がわせる崩壊形状が見て取れる O

た，東北森林管理局の調査結果5)によれば，当該地すべりのすべり聞はほぼ水

平であり，すべりはいわゆる霊力移動によるものとは考えられず¥側方流動喜多

他の要因を考えなければ，移動を生起させたメカニズムの合現的説明が難し

し、7)。

水不可科学 NO.314 2010 
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写真7 耕英地じま冷沢の荒廃状況樹木を乗せたま
ま小ブロックで移動している。樹木は後方に

1E!1中えしている O

②i~l:英地 iま(冷沢)

砥沢地すべりの北側に位置する冷沢においても大規模な土砂崩壊が発生し

た。地質は荒砥沢地すべりと問機に，火砕流起源の軽石賀凝灰岩崎を主とするiliJJ

成の堆稜岩であり，やはり上部に溶結続灰岩が堆積するキャッブロック構造で

あるが，上部の溶結凝灰岩の!事さは荒砥沢に比べるとかなり薄い。この崩壊は

沢の15WブJ上部の平姐ブロックが棋にずれ，渓流の側俸をすべり落ちるような形

態となっている(写真 5)0崩壊は，ほほ沢全域に及んでおり，大きな面積を

l:!iめている O 写真6に見られるように キャッブロックである溶結凝灰岩の直

下の軽石層をすべり留として側方に移動しており 水平に近い:1ft積構造を反映

し斜面が屈脱して上部の移動庖1が側方に移動している様子がわかる。崩壊土

砂の移動量はすべり閣の傾斜が続いことを反映して短く，崩壊地ヒ部では写真

7に示すように地表部の樹木を乗せたままブロック状に沢方向に移動してい

るO 荒砥沢地すべりと規模は大きく異なるが i可様に地震時の液状化による

方流動をうかがわせる形態を示している7)。山地における側方流動発生に関す

る報告はこれまで1!l1iく，今閣の崩土の運動形態が側方流動で、あると結論するに

はもう少し検討が必要であるが，後述する動的試験による結果からは，当地区

での液状化による側方流動の可能性が高い。

③ドゾウ沢(土石流)

*栗駒山UJ頂付近の東側斜聞において発生した崩壊(写真8)が土石流化

し ドゾウ沢に沿って約 4km流下して，駒の湯説泉を した。この土石流

ノk伊j科学 ;、JO.3H 2010 
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写真8 ドゾウiN土石流発生j誌にはさ'i'1況が見ら
れ，崩壊発生街所がiE72i問であったことがtfí~祭

される。崩壊は一気に土石流化したようであ

り，側岸を佼食しながら流下している O

写築9 駒の湯温泉と対岸の地すべり(11'央手前)
右上からの土石流が旅館(中央:の裸J也)をi亙
~I~ した。

により 7名の方が亡くなられた。駒の湯i昆泉付近は古いi也すべり地形を呈して

おり，古い崩土により沢も狭策していたところに約の湯温泉対岸(左岸1WJ)

の斜誼iが地震時に崩壊したことから，流下してきた土お流の進路が妨げられ右

岸側にあった旅館をi宣繋した(写真9)0 

崩壊発生箇所の付近には雪間が広がっており 崩壊土腐はかなり温ilM]で、あっ

たことが推察される。このドゾウ沢で発生した土石流のほかに，高標高での崩

水利科学 No.314 2010 
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壌は米森のj?結束斜面等に見られるが土石流化しておらず，今回の災害で崩土が

長罪防t流動した土石流はドゾウ沢のみであるO これは，次の二つの要因による

と考えている O まず，地質的・地形的要悶として 土省流化しやすい渓流源頭

部付近の地質が吏新世から完新世にかけての新しい溶岩で比較的堅悶なため，

開析をあまり受けておらず崩壊が少ないこと O 次に，水文的要因として. 2008 

年の消警が例年より早く，さらに.5月初日以陣地震当日まで無降雨で，栗駒

山頂周辺の雪田を除くと地震発生時には比較的乾いた土混状態にあったこ

と11)を挙げることができる。

3) 一迫JII流域

震i原から比較的離れた花山湖上流の一追加流域では 温湯付近から上流域で

崩壊・落石が多発した。この上流域一荷は荒砥沢と同じ，架駒111南麓カルデラ

内にあり下一部の湖成の軽石笠凝灰岩(小野松沢騎)の上を溶結凝灰岩・安山岩

が覆うキャップロック構造である。 j晶j易から上流に行くに従って沢のド刻が進

み，落石からキャッブロック型地すべりへと移行していく O ここでは，温湯祖

泉付近と，原小屋沢分11皮・湯ノ倉j昆泉上流について取り上げるO

①温湯温泉付近

崩壊・落在等の被答が発生した一迫JII流域の比較的下流に位置する損湯で

は，被害はトップリングが主体であった(写真10)。これは，渓谷の下流にあ

たり，渓床からの比iおが低く，上腐のi樹、古凝灰岩の厚さに比べ下躍の軟質岩の

燥さが薄く，主にi容結凝灰岩が節理を境として崩落したためである。混渇から

写真10 滋滋付近に見られるトップリング
(自iHAの崩落による務右)
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写真11 渓岸の軟ítl場(ノj、野松i~J務)工10 に見られるすべり国 傾斜角は水平前iより上
向きである O バレーパルジングにより 地震以前より設力変形を起こしていた

ものと思われる O すべり而は佼食を受けていないことから地災11舎に生じたと考

えられる。

写真12 一迫JII交流}jj{小屋沢の様子 無数の小規模
の崩壊が発生している。

すくい上流の白糸の滝に向かう吊り橋付近では 2名の方がトップリングによる崩

落により亡くなられている。渓床付近には古い落石の堆積が見られ，以前から

にトップリングによる崩落が発生していたようである O 現地踏査によれ

ば，この付近では下部の軟質岩中に崩壊には主らない程度のすべりが発生して

いる箇所もあり，すべりnuの傾斜は，沢に向かつて上向きと通常のすべりとは
逆となっている(写真11)0 このほかにも河床付近での軟質岩に膨らみや胸i部

の燦屈摺IttIが観察され，沢部が見かけに背斜であることや，尾根部付近には

特徴的な線状問地が見出された。これらは，キャップロックによるバレーパル

水flJ科q: No314 2010 
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写真13 滋ノ倉温泉付近の滋水状況奥に見える崩

擦により滋水し，温泉の建物が流出してい

るQ

写真14 新兵峠対路付近に発生した大規模崩壊(ー

:iB日!本流) この}対決によりやはり河遊間諜

が発生した。 i容結凝灰坊の胞はかなり J!;lい。

ジング特有の特徴であり，地震以前より重力による深部変形を受け軟質岩がは

らみ出していたものと考えられる 12)。

②原小屋沢分11皮・湯ノ倉温泉付近

原小屋沢分11皮・湯ノ倉瀧泉付近では中小規模の地すべりが多発した(写真

12)。湯ノ倉説泉斑下では崩壊土砂によって海道閉主主が発生し，同温泉が水没

する被害が発生した(写真13)0これよりさらにと流に向かうに従って渓岸の

比高が高くなり， iiS浜 11i~対岸付近の急斜面で一迫)1 1流域では最も大規模な崩壊

が発生し M道を閉塞した(写真14)。写真によればこの付近での溶結凝灰岩
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の堆積深はかなり厚く，滑落崖上に水平な堆積構造が見て取れる。

3. 崩壊・地すべりの特徴と地質・地形・植生の影響

著者らは今回の崩壊・地すべりの特徴と発生への地質・地形・植生の影響を

明らかにすることを目的として，災害直後に撮影した(株)アジア航測 (2008

年 6 月 15~16日撮影)の航空写真と ALOS (陸域観測技術衛星) (2008年7月

3日撮影)の可視光画像を用いて， 10，751箇所， 13. 576km2の崩壊地を目視に

よって独自に抽出し，GIS (地理情報システム)上に記載した。崩壊に影響を

与える因子のうち，地質図は産業技術総合研究所作成の「栗駒地熱地域地質図

(10万分の1)15) j，地形図は北海道地図(株)作成の 110mメッシュ標高

DEMデータj，植生は環境省による「自然環境保全基礎調査による植生図j16)

をそれぞれ使用して GISのレイヤーを作成し，解析を行った。以下にその結

果を示す。

1) 地質・地形の影響

地質別の崩壊発生状況を表した図3に示すとおり， I北川溶結凝灰岩及ぴ相

当層」と「湖成層Jでの崩壊が3%近くに達し，両地質での崩壊が突出して多
いことがわかる。地質と崩壊を重ね合わせた図4では，特に，南部の一迫川流

域から三迫川流域にかけて両層の境界付近で崩壊が多発しているのがわかる。

両層は第三紀から第四紀にかけての堆積層で，特に「湖成層」は固結度が低い

ゆる詰めの軟弱な地層であり，地震時の強度も低い。

耕英地区御沢で発生した崩壊地の脇での試錐孔を用いた標準貫入試験結果13)

によれば，溶結凝灰岩直下の軟弱層(強風化の軽石凝灰岩)でN値が10以下

を示す箇所も見られ，相当層の FL値もO.21~0. 35と1.0以下であった13)。こ

こで FL値とは，液状化に対する抵抗率で， 1. 0以下で液状化の可能性が高い

と判定される数値である 14)。堅固な溶結凝灰岩は下層に比べて密度も高いこと

から7) 地震時においては大きな上載加重となって動的に作用する。このた

め，直下の湖成層中の軽石凝灰岩が液状化して強度を失い，側方流動を発生さ

せ，北川溶結凝灰岩・湖成層の分布域，特に二迫川・三迫川流域(耕英地区)

での高崩壊発生率をもたらした可能性が高い。

傾斜区分別の崩壊発生状況を図5に示す。被災した範囲は， 1O~14度の傾斜

にピークを持つ分布を示し 比較的なだらかな地形である。今回発生した崩壊

は，崩壊地の傾斜別占有率に示すようにお~29度での頻度が最も高く，被災域
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の分布より急勾配に寄った分布を示している。これまでの地震災害において急

勾配斜面での崩壊が多いことが多数報告されており，今回の岩手・宮城内陸地

震による崩壊も同様の傾向を示している。崩壊発生率は45度を超える斜面で急

増しており，一迫川流域の北JII溶結凝灰岩分布域で特徴的に見られるキャップ

ロックやトップリングを反映した結果となった。

キャップロックによる崩壊・地すべりの場合，崩壊・地形・地質の各GIS

レイヤーの重ね合わせによって特徴的な様相が見て取れる(図4)。すなわち，

多くの崩壊が，地形図上では下刻した沢の側壁急斜面上に位置し地質図上で

三森他 シリーズ「近年の土砂災害J一一2008年岩手・宮城内陸地震による土砂災害一一
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凡例

壬~è-7j 地質 ラnヲe-yj-にF J!TJ!{ 

PPW 北JII凝沃波及び初当J校 PEg， PEt j毎}蕊}同・ i箆成1務

PM， 1'1， 1'3 湖1戊}出 GM，S 変!丸お

MI， M2， M3 iiif，Iix:JI'i lミ2g 一二位T'X.liJjtIlH却

DO， Qd， Qp， Sp， Gr 深成松・ ~I"深成岩 1'rl. Trd 流紋坊

PMw Jk"ち山凝JXお及び相当1ぞj PLc， PLp i却]成問・阪1戊月号

Qal， Ta T:ILJね Tbl， Tbd 玄武岩

Rlg i'i'積約 樹齢 地すべり・崩壊

PEg，PEt 御成!百・際}呉服

図4 …:ifjJII'ニ迫川1.三迫JIIijfEJ戎の崩壊と地質の関係 地%[境界，特に二ItJlli容紡凝灰
:I5(硬質)と初'J)jjU¥f'l Oi!k %[)の境界付近に位躍する崩壊が多い。地質凶l土産業技
術総合研究所による楽!Wru:Iili熱地域地質問15)を用いた。
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は上層下層の地質境界線の付近に位置するという特徴である。この特徴はこの

地域の堆積構造に由来すると考えている。この地域で、の溶結凝灰岩と湖成層の

層序が水平に近い結果，溶結凝灰岩と湖成層の境界は必然として沢沿いの急斜

面となることが多いことが理由である。

この GIS上での特徴は，今回のようなキャッブロック構造を持つ地質条件

下で，強い地震が発生するような場合を想定して崩壊の危険箇所を推定する際

に.GISが有効となり得ることを示唆している。したがって，今後このよう

な箇所(硬質岩と軟質岩の境界付近で急傾斜)で比較的規模の大きな崩壊が発

生しやすいかどうかの検証を他の地域でも行うことが重要となる。キャップロ

ックによる崩壊・地すべりは，地震ばかりでなく豪雨でも発生すること，ま

た，地質構造と堆積構造の変化は浸透にも大きな影響を与えることから，この
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植生区分別の崩壊発生状況図6

ような GISを通じての各要因の特徴把握が，未だ不明な部分の多い豪雨によ

る深層崩壊の発生予測にも役立つ可能性が高い。

2) 植生の影響

豪雨による表層崩壊に対する植生影響についての議論と同様に，地震時の小

規模崩壊について植生がどのように影響するかは 防災対策の観点からも重要

な事項であろう。ここで言う植生が影響を与える小規模崩壊は，豪雨時の崩壊

と同様に，表層崩壊に分類されるような深さのものであり，当然地すべりや大

規模な深層崩壊は根系の影響の及ばないものである。従って，植生影響を議論

する際には，崩壊の規模により区分して，特に規模の小さなものを取り上げて
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議論すべきである。しかし 今回行った崩壊の把握は空中写真に基づくもので

あり，崩壊深のデータをとることが出来ないことや，植生影響の大まかな把握

を目的としたため，図6の値は全ての崩壊から求めている。

図6によれば，植生区分のうち，被災範囲全体では，スギ・ヒノキ植林が最

も占有率が高く，また崩壊面積の多くを占めているが，崩壊発生率は低い。同

様にスギ・ヒノキ・サクラ植林やカラマツ植林などの人工林や，コナラなどの

天然林の崩壊発生率は低く，成林している場合には地震時の崩壊についても発

生率は低い。これに対し イタドリ・コメススキ群落・造成地・自然裸地など

の無植生や草本主体の植生では崩壊発生率が高い。しかしこれにより樹木が

地震による崩壊の防止に効果があると結論することは早計である。

今回の崩壊(主にトップリング)が渓岸側壁の急傾斜地で発生していること

を前項で述べたが，このような急傾斜の斜面は，造林対象になることはもとよ

りなく，通常は植生の選移も進行せず無植生や草本主体の植生のままであるこ

とから，木本の成立し得ないような急斜面が，今回数多く崩れたと考えるのが

妥当であろう。さらに，今回は比較的標高の高い山間地での崩壊も多く，必然

的にこのような場所では植生も元々貧弱であることも影響していると考えられ

る。地震時に発生する小規模崩壊への植生の影響を議論するには，植生以外の

傾斜・標高等もふまえた詳細な分析が必要で、あり，今回の解析からは「成林し

ている箇所の崩壊発生率は小さいjと述べるにとどめる。

E おわりに

本稿では.2008年岩手・宮城内陸地震で発生した崩壊・地すべりを主とする

土砂災害の特徴について報告した。本災害では，火山地帯での堆積構造と地形

が崩壊の発生に大きな影響を与えていることを明らかにした。特に，次の二点

の重要性を指摘した。まず，軟質な湖成堆積物の上に硬質な溶結凝灰岩が堆積

する構造が大規模かっ多数のキャップロックすべりを発生させたこと，次に，

キャップロック構造による大きな上載加重が下層の軟質の湖成堆積物に動的に

載荷したことにより，地震時に液状化して側方流動が生じた可能性が高いこ

と，の二点である。今回の災害で得られたこれらの特徴は，東北の脊梁山地に

共通するもので，今後類似の地震が発生した場合に同様な災害が起こりうるこ

とを示している。また，今回のように，広域で多数の崩壊・地すべりが発生す
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るような地震災害に関する解析の際には， GISの利用が非常に有効で、あるこ

とも加えておきたい。

現地調査に際しては，東北森林管理局治山課，同岩手南部森林管理署，同宮

城北部森林管理署，同宮城山地災害復旧対策室に多大なご協力いただいた。な

お，本調査は「岩手・宮城内陸地震によって発生した土砂災害の特徴と発生機

構に関する研究(独立行政法人森林総合研究所運営費交付金フ。ロジ、エクト，課

題番号:200810) Jによって行ったことを付記する。

最後に，この災害で亡くなられた方々のご冥福を，心からお祈りします。
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